
動き活発な中小水力・地熱・バイオマス発電
エネルギーについて考えよう

出光興産と国際石油開発帝石は秋田県湯沢
市で地質調査を行った（出光興産提供）

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

は
、
開
始
か
ら
間
も
な
く
５
カ
月
が
経
過
す
る
。
中

小
水
力
や
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
で
、
固

定
価
格
買
取
制
度
に
よ
る
設
備
認
定
を
受
け
た
件
数

や
出
力
は
、
太
陽
光
や
風
力
に
比
べ
て
多
く
な
い
。

と
は
い
え
、
関
係
業
界
の
動
き
は
活
発
だ
。

月
４

日
に
地
熱
発
電
関
連
企
業

社
以
上
に
よ
る
任
意
団

体
「
日
本
地
熱
協
会
」
が
発
足
す
る
。
ま
た
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
で
は
既
存
設
備
の
固
定
価
格
買
取
制
度

適
用
に
向
け
た
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。

　
賢
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
今
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、
我

々
の
足
元
に
あ
る
低
温
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
地
中
熱
」
の
有
効
活
用
。
年
間
を
通
じ

一
定
の
地
中
熱
と
地
上
の
外
気
温
の
差
を
生
か
し
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
を
使
っ
て

冷
暖
房
や
給
湯
に
利
用
す
る
仕
組
み
だ
。
先
行
す
る
海
外
諸
国
に
比
べ
日
本
は
普
及

が
遅
れ
て
い
る
。
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
直
し
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
冷
暖
房
や
給
湯
に

自然の熱を生かす地中熱利用

日
本
地
熱
協
会
月
４
日
発
足
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小
水
力
発
電
実

務
研
修
会
で
課

題
に
つ
い
て
語

る
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
関
係
者

月

日

　
地
中
の
温
度
は
地
下

―

に
な
る
と
年
間
を
通
し

て

度
Ｃ
程
度
。
例
え
ば
一

般
的
な
外
気
を
取
り
込
む
エ

ア
コ
ン
が
温
度
変
化
の
影
響

を
受
け
る
の
に
比
べ
、
地
中

熱
利
用
は
効
率
が
格
段
に
上

が
り
、
省
エ
ネ
や
ピ
ー
ク
時

の
節
電
効
果
を
も
た
ら
す
。

ま
た
排
熱
は
大
気
中
で
は
な

く
地
中
に
吸
収
さ
せ
る
の

で
、
都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
緩
和
に
も
役
立
つ
。

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不
安

定
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
地
中

熱
は
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、

日
本
中
ど
こ
で
も
利
用
で
き

る
。
な
お
、
地
下
１
０
０
０

程
度
の
高
温
部
か
ら
蒸
気

や
熱
水
を
取
り
出
し
発
電
す

る
地
熱
発
電
と
は
異
な
る
も

の
の
、
同
じ
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
一
つ
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

　
環
境
省
が

月
、
発
表
し

た
調
査
に
よ
る
と
２
０
１
１

年
の
地
中
熱
利
用
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
件
数

は
前
年
比

％
増
の
２
０
７

件
。
省
エ
ネ
性
能
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
住
宅
や
大
学
、
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
で
利
用
が

進
む
。
今
年
、
５
月
に
開
業

し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ

ウ
ン

東
京
都
墨
田
区

で

も
導
入
さ
れ
た
。

　
地
中
熱
利
用
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
シ
ス
テ
ム
は
、
熱
の
や
り

と
り
の
方
法
に
よ
り
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
地
中
の
熱
交

換
器
内
に
水
や
不
凍
液
な
ど

液
状
の
熱
媒
体
を
循
環
さ
せ

く
み
上
げ
た
熱
を
利
用
す
る

の
が
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
シ

ス
テ
ム
。

　
一
方
、
地
下
水
の
熱
を
地

表
に
あ
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で

取
り
だ
し
、
地
下
に
還
元
す

る
か
地
上
で
放
流
す
る
の
が

オ
ー
プ
ン
ル
ー
プ
シ
ス
テ

ム
。
同
調
査
で
は
累
計
９
９

０
件
の
設
置
の
う
ち
ク
ロ
ー

ズ
ド
シ
ス
テ
ム
が

％
以
上

を
占
め
、
主
力
と
な
っ
て
い

る
。

　
今
後
の
普
及
に
向
け
課
題

と
な
る
の
が
導
入
コ
ス
ト
の

低
減
。
熱
交
換
器
や
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
な
ど
が
必
要
な
地
中

熱
は
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が

高
く
投
資
回
収
期
間
が
長
い

た
め
補
助
制
度
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
。
現
在
、
経
済
産

業
省
が
２
０
１
１
年
に
開
始

し
た
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
熱
利
用
加
速
化
支
援
対
策

費
」
で
は
地
中
熱
が
太
陽
熱

な
ど
と
同
様
に
補
助
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
業
務
用
シ
ス

テ
ム
で
助
成
が
受
け
ら
れ

る
。

　
た
だ
、
米
国
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
な
ど
地
中
熱
利
用
の
先

進
国
で
は
早
く
か
ら
国
が
積

極
的
に
補
助
策
を
推
進
。
国

内
で
も
地
方
自
治
体
を
含
め

さ
ら
な
る
充
実
や
公
共
施
設

で
の
率
先
導
入
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
普
及
が
進
め
ば
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ

各
機
器
の
低
コ
ス
ト
化
に
も

つ
な
が
る
と
見
ら
れ
る
。

　
普
及
が
進
ん
だ
時
の
地
下

環
境
へ
の
影
響
も
気
に
な
る

と
こ
ろ
。
地
中
熱
利
用
促
進

協
会
で
は
「
利
用
施
設
の
熱

負
荷
に
応
じ
た
適
切
な
能
力

の
熱
交
換
器
の
設
置
が
大
前

提
」
と
指
摘
す
る
。
放
熱
と

採
熱
の
バ
ラ
ン
ス
が
ほ
ぼ
と

れ
て
い
れ
ば
、
長
期
的
な
地

盤
温
度
に
対
す
る
影
響
は
生

じ
な
い
。
大
規
模
設
備
で
多

く
の
熱
交
換
器

を
密
集
し
て
設

置
す
る
場
合
な

ど
に
注
意
が
必

要
で
、
最
適
な

設
計
と
運
用
が

重
要
だ
。

　
同
協
会
で
は

「
地
中
熱
ビ
ジ

ネ
ス
に
参
入
し

た
い
企
業
も
増

え
て
い
る
が
、

適
切
な
施
工
を

行
う
業
者
が
欠

か
せ
な
い
」
と

み
る
。
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
基
礎
講
座
な

ど
を
充
実
さ
せ

て
お
り
着
実
な

施
工
に
役
立
て

て
も
ら
う
考
え

だ
。

　
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、
固
定

価
格
買
取
制
度
で
設
備
認
定

さ
れ
た
件
数
・
出
力
は
、

月

日
現
在
、
中
小
水
力
が

件
・
１
５
５
４

、
地

熱
が
実
績
な
し
、
バ
イ
オ
マ

ス
が
２
件
・
５
７
２
５

。
こ
れ
ら
の
認
定
出
力
合

計
は
太
陽
光
、
風
力
を
加
え

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全

体
の
０
・

％
に
す
ぎ
な

い
。

　
こ
う
し
た
中
、
全
国
小
水

力
利
用
推
進
協
議
会
は
小
水

力
発
電
推
進
の
た
め
に
、
自

治
体
や
建
設
事
業
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
小
水
力
発
電
実

務
研
修
会
を
開
い
て
い
る
。

月

、

日
に
東
京
都
豊

島
区
で
開
い
た
研
修
会
に
は

人
が
参
加
。
講
師
の
一
人

と
し
て
出
席
し
た
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
関
係
者
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
今
後
は

年
６
月
に

関
西
で
開
催
す
る
方
針
だ
。

　
地
熱
発
電
は
「
今
か
ら
が

始
ま
り
」

資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
資
源
・
燃
料
部
燃
料
政

策
企
画
室

で
、
他
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
状
況
が

異
な
る
。
地
下
か
ら
の
蒸
気

で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
地
熱
発

電
は
、
通
常

年
程
度
の
開

発
期
間
や
、
温
泉
事
業
者
ら

の
理
解
が
必
要
こ
と
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
加
え
て
東

北
、
九
州
地
方
で
し
か
、
電

気
が
買
え
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、

年
６
月
公
布
の
「
電

気
事
業
者
に
よ
る
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
利
用
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」

Ｒ
Ｐ
Ｓ
法

か
ら
除
外
さ
れ
た
。
国
の
政

策
で

年
に
一
回
幕
を
閉

じ
、
固
定
価
格
買
取
制
度
で

幕
を
開
け
た
形
だ
。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ

る
と
、
国
内
で
地
熱
資
源
開

発
が
計
画
さ
れ
て
い
る
地
域

は

地
域
。
こ
の
う
ち
、
秋

田
県
湯
沢
市
の
小
安
地
域

お
や
す

で
、
出
光
興
産
と
国
際
石
油

開
発
帝
石
は
共
同
で
地
熱
調

査
を
進
め
て
い
る
。

年
度

に
地
表
調
査
を
行
い
、

年

度
は
掘
削
準
備
な
ど
の
段
階

に
あ
る
。

　

月
４
日
に
発
足
す
る
日

本
地
熱
協
会
は
、
会
員
相
互

の
情
報
交
換
や
、
関
係
官
庁

へ
の
対
応
、
国
民
へ
の
情
報

発
信
な
ど
の
活
動
を
予
定
。

年
１
月
を
め
ど
に
東
京
都

内
に
事
務
所
を
開
設
す
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
も
参

入
の
動
き
が
あ
る
。
日
本
海

水

東
京
都
中
央
区

は
赤

穂
工
場

兵
庫
県
赤
穂
市

で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電

所
を
新
設
し
、

年
１
月
か

ら
売
電
を
始
め
る
。

　
ミ
ツ
ウ
ロ
コ
岩
国
発
電
所

山
口
県
岩
国
市

は
、

月
１
日
に
同
市
で
稼
働
し
て

い
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
を
Ｒ
Ｐ
Ｓ
法
か
ら
固
定
価

格
買
取
制
度
の
利
用
に
移
行

し
た
。
既
存
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
で
移
行
し
た
の
は
、

こ
れ
が
初
め
て
。
売
電
価
格

と
の
関
係
で
従
来
は
リ
サ
イ

ク
ル
木
材
し
か
使
え
な
か
っ

た
。
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
木
材

は
時
期
に
よ
っ
て
調
達
が
難

し
く
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

移
行
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
木
材

以
外
の
未
利
用
木
材
、
一
般

木
材
で
発
電
し
た
電
気
が
、

従
来
に
比
べ
て
高
く
買
い
取

っ
て
も
ら
え
る
た
め
、
燃
料

の
幅
が
広
が
り
、
安
定
調
達

に
つ
な
が
る
。
地
域
経
済
の

活
性
化
や
、
森
林
の
健
全
な

育
成
も
期
待
し
て
い
る
。

　
吾
妻
バ
イ
オ
パ
ワ
ー

群

馬
県
東
吾
妻
町

は
木
質
チ

ッ
プ
専
焼
発
電
で
あ
る
吾
妻

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

同
の
固
定
価
格
買
取
制
度

へ
の
移
行
を

月
中
旬
に
申

請
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
木
材

と
一
般
木
材
の
両
使
用
燃
料

の
調
達
価
格
を
に
ら
ん
で
移

行
。
最
大
の
理
由
は
決
ま
っ

た
買
取
価
格
で
買
取
期
間
が

約

年
間
続
く
こ
と
だ
っ

た
。将
来
、代
替
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
の
幅
を
広
げ
る
と
き
に

固
定
価
格
買
取
制
度
の
対
象

に
未
利
用
木
材
と
、
木
質
以

外
の
廃
棄
物
が
あ
る
こ
と
も

魅
力
と
な
っ
た
。
同
社
が
計

画
し
て
い
る
間
伐
材
の
燃
料

化
の
面
か
ら
も
合
致
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
７
月
に
発
足

し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
推
進
協
議
会
は

８
月
か
ら
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
勉
強
会
を
開
催
。

月
７

日
は
「
燃
料
用

木
質
チ
ッ
プ
の

規
格
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ

に
す
る
な
ど
意

欲
的
に
活
動
を

展
開
し
て
い

る
。


